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テレビ電波受信障害の原因となる
建物等の建築主と区民の皆さんへ

『受信障害対策(原因者負担)制度』にご協力を
区
内
で
は
、
中
高
層
建
築
物
等
の
影
響
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
放
送
の
受
信
障
害
か
広
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
区
は
、
テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
を
根
本
的
に

解
消
す
る
た
め
に
、
有
線
(
ケ
ー
ブ
ル
)
で
テ
レ
ビ
放
送
を

行
う
都
市
型
C
A
T
V
を
活
用
し
て
、
各
家
庭
に
鮮
明
な
テ

レ
ビ
画
像
を
提
供
す
る
制
度
を
、
昨
年
8
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
。
常
に
快
適
に
テ
レ

ビ
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
、
本
制
度
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
ま
で
の
受
信
障
害
対
策
と

区
の
原
因
者
負
担
制
度

テ
レ
ビ
電
波
営
信
障
害
対
策
は
、
今

ま
で
は
個
々
の
建
築
主
が
行
っ
て
き
ま

し
た
。
に
が
し
、
最
渮
ほ
高
い
建
物
が

増
え
、
そ
の
影
響
も
複
雑
に
な
り
、
受

信
障
害
の
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
が
む

ず
か
し
ぐ
な
っ
て
い
求
す
。
原
因
者
負

担
薊
度
は
直
接
の
電
波
障
害
に
加
え
、

そ
れ
ら
を
解
消
し
ぷ
冫
こ
す
る
制
度
で

す
。そ
の
た
め
、こ
の
制
度
で
は
「受

信
障
害
の
関
係
者
が
公
平
に
責
任
を
分

衵
于
る
」こ
と
に
な
っ
て
お
り
、建
築

主
や
区
民
(
視
聴
者
)
の
皆
さ
ん
に
も

応
分
の
負
饗
簒
顳
い
し
て
い
ネ
y
。

図1

受信障害対策( 原因者負担)制度のしくみ

中
高
層
建
築
物
等
の
建
築
主
の
負
担

営
J
。障
害
の
原
因
と
な
る
中
高
層
建

築
物
等
の
建
築
主
は
、
与
x
る
影
響
の

程
度
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を
搆
に
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。対

象
建
築
物
等
を
建
設
し
ぶ
7
こ
ず

る
建
築
主
は
、
建
築
確
認
申
謂
時
に
区

と
事
前
協
議
の
冫

建
築
物
の
規
幎
に

応
じ
て
、財
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
公
社

に
都
市
型
C
A
T
V
萱
用
し
た
対
策

を
委
託
し
、必
要
な
経
費
を
負
炬
ず
る

こ
と
に
な
口
禾
y
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、
雲
信
障
害
対

策
を
講
じ
る
建
築
主
か
ら
の
委
託
岑
受

け
て
、
負
相
亟
の
算
出
な
ど
を
行
い
、C
A
T
V

施
設
の
整
備
や
放
送
サ
ー
ビ

ス
を
、
区
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
C
A
T
V

事
業
会
社
「
株
式
会
社
ヶ
I
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
」
に
行
わ
せ
欒
す
。
区
、
建

築
主
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
足
立
、
区
民
(
視
聴
者
)
の
関

係
は
図
1
の
と
お
り
で
歹
。

対
象
と
な
る
建
築
物

▽
区
内
の
高
さ
1
0
mを
超
え
る
建
築
物

マ
区
内
の
テ
レ
ビ
電
波
夢
信
障
害
を
生

じ
る
工
作
物
(
広
告
塔
な
ど
)

▽
区
内
に
テ
レ
ビ
電
波
の
営
居
障
害
を

与
凡
る
区
外
の
建
築
物
お
よ
び
工
作
物

な
お
、
新
た
に
豬
改
さ
れ
る

も
の
だ

け
で
は
な
ぐ
、
既
存
の
建
築
物
に
お
い

て
も
、
ヶ
I

ブ
ル
の
張
り
替
え
等
、
共

同
営
唇
珮
設
の
更
新
時
に
'
」の
制
鷹
は

活
用
い
た
だ
け
求
す
。

負
担
基
準

①
新
築
、
既
存
(
未
対
策
・
対
策
済
み
)

な
ど
建
築
物
の
種
別
に
よ
る
基
準
単
価

②
テ
レ
ビ
電
唇

覃

澤

害
影
響
面
積
ま

た

ほ
戸
数

③
建
築
物
の
規
模
(
高
さ
・
幅
)
に
よ
'
{

嶺

正
率

負
担
金
の
算
出

「
負
担
亟
」
卜
「
①
基
準
単
価
」
×
「
②

受

信
障
害
影
響
面
積
ま
た
は
戸
数
」
×

「
J
規
嗅
別
補
正
率
一

区
民
(
視
聴
者
)
の
負
担

区
民
(
祖
竰
者
)
は
、
月
7
0
0
円
の
利

用
料
を
支
払
?
」
と
で
、
営
信
障
害
の

な
い
鮮
明
な
画
像
膏
做
に
な
れ
ま
す
。

今

回

の

適

用

地

域

受
信
障
害
対
策
制
度
は
活
用
す
る
都

市
型
C
A
T
V

の
整
備
に
あ
わ
せ
、
5

年
間
で
順
次
適
用
地
域
を
広
げ
て
い
き

ま
す
(
表
1
)
。
こ
の
制
度
が
、
現
在

適
用
さ
れ
て
い
る
地
域
は
第
1
期
地
区

ぶ
ふ

、
9
年
4
月
か
ら
は
第
2
期
地

区
も
適
用
地
域
に
な
2

ヂ
。
そ
の
他

の
地
域
に
つ
埀
'
じ
て
は
。
そ
の
都
度

范

氣
呎
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都
市
型
C
A
T
V

(
第
2

期
地
区
)

1
1月
か
ら
受
信
可
能
地
域
が
広
が
り
ま
す

昨
年
1
1
月
開
局
の
第
1
期
地
区
に
続

い
て
、
第
-
2
期
地
区
の
開
局
は
1
年
H

月
夸
の
ぎ
し
て
い
求
す
。
こ
の
た
め
、

第
2
期
地
区
で
は
電
柱
に
ケ
ー
ブ
ル
を

張
る
幹
線
工
事
糞
t
月
ご
ろ
ま
で
に
実

施
し
、
そ
の
あ
と
、
加
入
希
望
の
家
庭

に
引
き
込
み
工
事
を
行
う
予
疋
で
す
。

放
送
内
容

再
送
信
サ
ー
ビ
ス
目
都
内
の
F
・
3
・
4

・
6
・
8
・
1
0・
1
2の
各
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
放
送
大
学
、
M
x
テ
レ
ビ
、
足
立

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
千
葉
テ

レ
ビ
の
計
1
1チ
ャ
ン
ネ
ル

ベ
ー
シ
ッ
ク
(
基
本
)
サ
ー
ビ
ス
H
再

送
信
の
ほ
か
1
3
s
I
、
B
s
2

、
ニ
ュ

ー
ス
・
映
画
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ

ーカ

ラ
オ
ケ
等
専
門
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
3
6

チ
ャ
ン
ネ
ル
(
4
月
か
ら
ゴ
ル
フ
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
I
チ
ャ
ン
ネ
ル
増
で

計
3
9チ
ャ
ン
ネ
ル
に
な
る
予
足
)

有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
ト
w
o
w
o
w

を
含

な

」チ
ャ
ン
ネ
ル
(
4
月
か
ら
I
チ
ャ

ン
ネ
ル
追
加
の
予
定
)

利
用
料
金
等

加
入
金
卜
3
万
円
、
た
だ
し
各
蜀
に
E
、

放
送
開
始
前
に
契
約
す
烏
賊

料

利
用
料
H
懋
胥
ほ
毎
月
7
0
0
円
二
世

帯
あ
た
り
)
、ベ
ー
シ
ッ
ク
は
毎
月
3

千
円
(
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
L
台
あ
た

り
。z
台
見
答
半
額
)
※
N
H
K

笏
琢
谺
料
・
N
H
K
衛
星
辰
送
受
信

料
は
含
袤
れ
て
い
ま
せ
ん

標
準
宅
内
工
事
費
卜
よ
舁
羊
円

※
各
料
金
に
は
、
消
費
税
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん

契
約
の
申
込
み

区
内
の
電
器
店
紊
ほ
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
跫
立

〒
四
一
綾
瀬
2
-
2
8
-
6
第
三
山
崎
ビ
ル

四
(
5
6
8
0
)
B
0
8
0

※
都
市
型
C
A
T
V
の
幹
線
工
嘉
と
同

時
に
、原
因
者
の
特
定
で
忝
な
い
テ
レ

ビ
ー
`
波
の
受
信
障
害
(
都
市
受
信
障

害
)
地
域
の
幹
線
工
事
を
行
い
圭
J
。

区
で
は
、
都
市
客
蹣
害
の
解
消
を
区

の
事
業
と
し
て
実
旆
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
日
環
境
課
電
波
障
害
対
策
、
企
画

部
副
参
事
(
特
命
)

四
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※イメージ写真 です

表1　 都 市 型CATV( ケ ー ブ ル テ レビ) 整 備 計 画

ET 目は省略します

旧
千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

公
募
委
員
6
人
決
ま
る

多
数
の
公
募
委
員
へ
の
c
募
を
い
た

だ
き
、
あ
口
か
な
冫

」ざ
い
ま
し
た
。

公
募
委
員
―
人
の
募
集
に
1
7
5人の
応

募
が
あ
ひ
、
次
の
I
人
の
方
が
謇
議
会

委
員
と
な
り
ま
し
た
。

秋
山
玲
子
/
大
野
邦
弘
/
佐
藤
信
子
/

沢
m
大
輔
/
内
藤
芳
子
/
楡
井
武
一

(五
十
音
順
・
敬
称
略
)

第
1
回
目
の
笥
議
会
は
、2
月
2
4日
開

催
。
審
雁
会
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
次
回
以
降
の
審
議
は

公
開
と
す
る
こ
戸
戸
な
ひ
ま
し
た
。

な
お
、第
2
回
の
番
議
会
は
、3
月

2
5
日
開
催
の
予
定
で
す
。※
旧
千
住

本
庁
舎
跡
利
用
計
画
の
審
議
会
の
模
様

に
つ
い
ア
ほ
、滌
竹
状
況
に
合
わ
せ
逐

次
お
知
ら
せ
し
ホ
y
問
先
某
歯
課

・
l
(
3
8
8
0
)
5
1
1
卜
㈹
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
育
成
手
当

(
障
害
手
当
)・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
重
育
成
手
当
(
障
書
手
当
)

対
象
卜
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
沃
養
し
て
い
至
力・
=知
的
障
害
者
で

「愛
の
手
帳
X
I
A

度
/
身
体
障
害

で

「
身
体
障
害
者
壬
眼
」I
・
冫
級
/

脳
性
麻
箜
袤
ほ
進
行
性
筋
い
縮
症

※
所
得
制
隕
が
あ
ひ
ま
す

手
当
月
額

目
1
万
5
千
5
0
0円

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
卜
2
0歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
I
L
I
度

裹
ほ
身
体
障
害
者
手
帳
I
A

級
程

度
)
啻
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
欠
蕩
合
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

所
得
が
限
度
額
以

上
あ
る
/
児
晋
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
/
児
童
が
障
害
奮
理
由
と
す
る
公
的

年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月

額
H
重
度
…
5
万
3
5
0円/
中
度
・
:
3万
3

千
5
3
0円

-
い
ず
れ
も
I

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
n
汞
y
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
卜
児
童
手
当
係

あ
な
た
の
ご
家
庭
で

保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

保
育
マ
マ

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
、
お
子
さ
ん

(生
後
i
週
以
上
3
歳
未
満
の
乳
幼

坦

の
世
話
が
で
き
な
い
保
護
者
の
代

わ
り
に
、
そ
の
お
子
さ
ん
を
保
育
マ
マ

穴
瓦
の
お
宅
で
保
育
す
泰
仕
事
で
す
。

対
象
H
区
内
在
住
(
特
に
綾
瀬
川
の
東

側
の
地
域
に
お
住
い
の
方
)
の
迴
T
6
0

歳
ま
で
の
方
で
、
保
母
・
教
員
・
看

護
婦
、
ま
た
は
保
健
婦
の
資
格
を
お
痔

ち
の
方

児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
お
孑
癶
ん
(
生
後
3

ヵ
月
弓
李
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世

話
が
で
き
な
い
保
護
者
の
代
わ
り
に
、

一
時
的
に
そ
の
お
子
き
ん
を
預
か
る
仕

事
で
す
。対
象
H
区
内
在
住
の
2
5
歳
～

5
0歳
ま
で
の
方
で

、
児
童
の
保
育
経

験
の
蛮
芳

-
い
ず
れ
も
I

施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

宋
y
申
先
卜
面
社
会
福
祉
協
議
会

四
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(

直
通
)

問
先
卜
保
育
振
興
係

臨時福祉特別給付金

の申請は、3月25日

までに郵送を

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、す

で
に
申
請
書
夲
郵
送
し
て
あ
n
ま
す
。

支
給
対
象
の
方
は
必
要
事
項
聚
も
れ
な

く
記
入
の
う
茂
、ぶ
?
3
月
悶
日
(
消

印
有
効
)
ま
で
に
同
封
の
濤
信
用
封
筒

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
期
譽
氛
曾

た
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給

対
象
の
方
で
申
請
書
が
届
か
な
い
方

は
、
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
卜
2
月
1
日
現
在
、2
E
芬
の
次

の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
岑
受

給
で
き
る
方
(
生
活
保
護
を
鷽
け
て
い

る
万
や
社
会
福
祉
施
設
に
措
厭
入
所
の

方
等
は
、
別
途
支
給
さ
れ
る
の
で
除

く
)

マ
老
齢
福
祉
年
金

マ
障
冨

礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年
金
に
相

当
す
る
も
の

▽
遺
族
基
礎
年
金
の
う

ち
旧
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当

す
る
も
の

マ
児
童
扶
養
手
当

マ
特

別
児
童
扶
養
手
当

▽
特
別
障
害
者
手

当

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
福
祉
手

当
(
経
過
措
驟
分
)

マ
原
爆
被
爆
者

諸
手
当
篋
療
特
別
手
当
、特
別
手
当
、

健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
)

支
給

額
=

。_
M
<
に
つ
き
1
万
円

臨
時
介
護
福
祉
金

対
象
=
2
月
1
日
現
在
、
①
8
年
度
分

の
特
別
区
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
の

方

②
ご
本
人
が
控
除
対
象
配
偶
者
ま

た
は
扶
養
親
族
の
塲
合
は
、
①
の
要
件

に
該
当
し
、
か
つ
控
除
ま
た
は
扶
養
し

て
い
る
方
の
特
別
区
民
税
の
所
得
割
が

非
課
税
の
場
合

③
生
活
保
譽
寡
吁

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
万
(
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
入
所

の
方
や
病
院
等
に
2
月
1
日
現
在
、
継

続
u
て
1

ヵ
月
を
超
え
て
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
は
除
ぐ
)

▽
2
月
1

日

現
在
、a

ヵ
月
以
上
継
続
し
て

、
寝
た

き
9

袤
ほ

痴
ほ
う
の
状
態
で

あ
っ
て

常
時
介
簿
哥

客
緊

予
る
6
5
歳
以
上
の

方
(

昭
和
7

年
2
月
1

日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
)

マ
2

月
分
の
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
ま

た
は
福
祉

手
当
(

経
罍

置

分
)

変

蓊

で
き
る

方

支
給
額
目
よ

に
っ

脊
J
万
円

圏
臨
時
特
別
給
付
金

対
象
目
2
月
1
日
現
在
、6
5
歳
以
上
の

方
昭
和
7
年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
)
で
、①
8
年
度
分
の
特
別
区

民
税
が
非
課
税
の
方
②
ご
本
人
が
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
の
場

合
は
、①
の
要
件
に
該
当
し
、か
っ
控

除
衷
ほ
扶
養
し
て
い
る
方
の
特
別
区

民
税
が
非
課
税
の
場
合
(
臨
時
福
祉
給

付
翁
か
支
給
さ
れ
る
方
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。旻
擬
護
を
受
け
て
い
る
方
や

社
会
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
の
方
等

も
、別
途
支
給
さ
れ
る
の
で
除
き
ま

す
)
支
給
額
卜
人
に
つ
き
1
万
円
　
　
　
　
　
-

い
ず
れ
も
I

各
羂
付
金
は

、
提
出
さ
れ
た
申
請
書

を
審
査
の
う
x

、4

月
末
ご
ろ
ま
で
に

口
座
振
込
等
で
支
給
し

ま
す
。

問
先

卜
年
金
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
:
幽

民
年
金
課
給
付
係

児
童
扶
養
手
当
関

係
で
支
給
を
受
け
る
方
・・・
児
竜
福
祉
課

児
童
不
当
係

障
書
手
当
関
係
で
支
給

を
受
け
る
方
・・・
在
宅
福
祉
課
在
宅
福
祉

係

原
爆
被
爆
者
関
係
で
支
給
を
受
け

る
方
…
保
健
管
理
課
管
理
係

そ
の
他

の
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
・
:
福
祉
管

理
課
、
在
宅
福
祉
課

、
各
福
祉
事
務
所

(表
―
)

表1　 福祉事務所一覧

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
ひ
乳
幼
児
の
保
育
が
で
忝
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
ほ
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受
け

衍
け
て
い
求
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に
よ

っ
て
は
空
き
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
転
動
・
転
孱
な
ど
に
よ
る

転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
串
請
が
必
要

で
す
。

申
・
問
先
卜
管
轄
の
福
祉
事

務
所
(
表
―
)

『
(親
)医
療
証
』を
お
持
ち
の
方
へ

8
年
度
中
に
1
8歳
に
な
っ
た
お
子
さ

ん
(
昭
和
5
3年
4
月
2
日
1
5
4年
4
月
1

刪
生
袤
む

の
瑤
医
療
証
の
有
効
期

限
は
1
月
3
1日
ま
で
で
す
(
一杤
歳
に
な

っ
た
お
子
さ
ん
と
申
請
者
9

そ
医
療

証
を
お
使
い
の
曼
ほ

、3
月
3
1日
で

申
請
者
の
受
給
資
格
も
な
く
な
り
ま

玄

。
な
お
、
お
子
さ
ん
が
中
程
度
の

障
害
岑
痔
っ
て
い
る
場
合
は
、
お
子
さ

ん
の
2
0歳
の
誕
生
吁
前
日
ま
で
使
え
ま

す
。

問
先
卜
児
重
医
療
係

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

対
象
卜
2
0
歳
1
4
0
歳
く
ら
い
の
方
内

容
H
心
身
障
害
者
の
生
活
指
導
な
ど
の

訓
練
期
間
卜
4
月
～
9
月
勤
務
時

間
日
月
～

謹
日
、
午
前
1
0時
4
0分
～

午
後
3
時
4
0分

定
員
=
冫
人

報
酬

韭
鬯
鶚
円

申
・
問
先
日
西
部
障
害

橸
秕
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
3
)
0
6
3
9」

年

金

保
険
料
免
除
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

8
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
の
&
除

を
申
請
し
ア
采
認
さ
れ
た
方
(
学
生
も

含
む
)
は
、
3
月
で
免
除
期
間
が
終
了

し
串
y
。
引
き
続
き
免
除
を
希
單
ず
る

變
E
は
、
改
め
て
轟
饗
か
必
要
で

す
。
4
月
初
め
に
送
付
す
盃
叨
期
納
付

書
に
同
封
さ
れ
る
「
免
除
申
請
ハ
ガ

キ
」
に
免
除
の
理
由
を
く
わ
し
く
記

入
・
押
印
の
?
兄
、
5
月
末
ま
で
に
返

送
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
罍
生
の
万
は
、
学

校
名
、
学
校
所
在
地
等
の
記
入
壑
怎
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
)
。
な
お
、
9
年

度
か
ら
新
た
に
免
除
を
希
望
す
る
方

は
、
4
月
以
降
に
国
民
年
金
課
求
{
ぽ

区
民
事
務
所
の
窓
口
で
申
請
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の
日

印
鑑
/
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
/
厚
生

の
方
は
学
生
証
(
コ
ピ
ー
可
)
/
剏
九

を
屐
れ
て
い
る
万
は
、
親
の
所
得
お
よ

び
控
除
額
の
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収

票
、9
年
度
課
税
証
明
書
な
ど
)

問

先
日
保
険
料
係

ね んきん

出張相談

日
程
等
日
表
2

内
容
卜
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
吐
北

セ
ン
タ
ー

存
い
ま
夛

問
先
日
推
進

係

表2　3 月ねんき ん出張相談日程

就
職
・
退
職
し
た
ら
国
保
の
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

区
内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
も

含
む
)
は
、
万
一
の
病
気
や
ヶ
ガ
に

備
え
て
、
必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に

加
入
レ
な
け
れ
ぱ
な
n
ま
せ
ん
。
動

務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会
保
険

等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国

民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す

(た
び
じ
、
生
活
保
護
受
給
の
方
は

除
く
)
。

退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を
　

会
社
な
ど
冴
退
職
し
て
職
場
の
健

康
保
愍
語
迥
し
た
方
や
そ
の
扶
養

冢
族
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
条
盂
讐
が
必
要
で
す
。
届
出

が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日

の
翌
日
ま
で
(
4
月
か
ら
は
最
長
2

年
)
六
か
の
ぼ
っ
て
か
か
釐
一
子
。

医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原

則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
卜
職
場
の
健
康
保
険
を

や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明

書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
膏
る
も
の
)

/
届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
y
で
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
瓦

帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0鎭
未

満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

(国
民
年
金
は
除
く
)
の
受
給
者

は
、
年
金
証
巒
革
ほ
年
金
裁
定
通

知
書
を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が

代
理
人
(
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員

以
外
の
方
)
の
場
合
は
、
保
険
証
は

翌
日
郵
送
と
な
り
}
ヂ

就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

方
で
、
会
誌
曾
に
就
職
し
て
新
た

に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
万

や
、
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
愍
t
や
め
蜃
盂
響
か

必
要
で
歹
。
会
社
な
ど
か
ら
国
民
健

康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た

め
、
手
続
き
を
し
な
い
と
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ぞ
に
'な
っ
て

し
ま
い
求
す
。
必
ず
や
め
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
勤
務
先
の
健
康

保
険
証
。
国
民
健
康
保
険
証
、
届
出

人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参
)
。
な
お

就
職
日
以
降
は
国
民
健
康
保
険
証
は

怎
瓦
ま
せ
ん
。-

い
ず
れ
も
・

変
更
後
1
4
R以
内
に
手
鑿
荅
し

て
ぐ
だ
さ
い

申
先
日
各
区
民
事
務

所
ま
た
は
国
民
聾

霧
険
課

問
先
H
S

民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

掲
示
板

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
の
看
護

婦
(
正
職
員
)
募
集

※
履
歴
書
持
参
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
甘
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
特
別

養
護
孝
人
ホ
ー
ム
さ
の

酋
(
5
6
8
2
)
0
0
0
7

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
な
は
た
作
業
療
法
士
募
集

採
用
凵
4
月
1
日
以
降

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問

先
日
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
な
は
た

近
藤

登
(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

梅
島
あ
か
し
あ
の
家
非
常
勤
職
員

募
集

内
容
卜
肢
体
障
害
者
の
活
動
補
助

勤
務
時
間
日
午
前
9
時
～
午
後
t
時

面
接
日
時
=
3
揖
甘

月
)
、
午

前
1
0時

問
先
卜
梅
島
あ
か
し
あ
の

家

渡
辺

昔
(
3
8
4
9
)
8
8
e
o

ひ
ま
わ
り
園
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

対
象
卜
区
在
住
で
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、2
0
歳
～
4
0
歳
ま
で
の
健
奧
芳

内
容
=
心
身
障
害
者
(
泌

の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
(
夜
間
勤
務
あ
り
)

報
酬
=
時
間
給
瞋
円

夜
間
割
増
あ

り
)

問
先
遲
螽
福
祉
法
人
あ
だ

ち
の
里
ひ
表
ぢ
園

昔
(
3
6
2
9
)
3
p

』
3
1

● ご注意く ださい| 新聞広告やチラシ の甘い誘い、法 外なキ ャッシング紹 介料を取 る悪質な金 融業 者が 横行し ていま す。 問先= 都・金融課貸金業係85320- 4775
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健

康

保
健
所
の
受
付
業
務
が
変
更
に
な
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
地
域
保
健
法
の
篆
愕

と
保
健
所
組
織
の
一
部
変
更
に
と
石
な

い
、
次
の
施
設
に
関
す
る
申
請
・
届
出

は
千
庄
保
健
所
で
の
み
受
け
付
け
ま

す
。

▽
医
務
関
係
…
病
院
/
診
療
所
/

歯
科
診
療
所
/
歯
科
技
工
所
/
助
産

所
/
施
術
所
(
參
心
ま
・
鍼
・
灸
・
柔

道
整
腹
)

▽
薬
事
関
係
(
都
か
ら
移

管
丁
・医
薬
品
の
一
股
販
充
業
・
特
例

販
売
業
(
卸
売
一
般
販
売
業
は
除
く
)

▽
衛
生
検
査
所

▽
動
物
取
扱
施
設
・・・

動
物
の
売
買
・
輸
入
・
訓
練
・
美
容

問
先
日
千
4
一保
健
所

豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

予

防

接

種

日
程
等
日
表
4
対
象
H
1
ヵ
月
F
7

歳
―
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児
※
1
、2

回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
1
月
末
に
通

知
奎
郵
送
し
豕
y
。新
規
対
象
者
以
外

刄
フ
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事

前
に
保
健
所
ま
た
は
保
健
相
談
所
に
予

肪
覃
取
り
に
来
て
ぐ
だ
さ
い
。
接
種

当
日
は
、
説
明
書
釁
よ
く
読
ん
だ
う
凡

で
予
診
果
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
・
体

蔚

霖

参
し
て
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
先
卜
各
保
健
所
・
保
健
相

談
所

簔
3
)
、
ま
た
は
保
健
予
防
係

表3　 保健所・保健相談所一覧

表4　 小児マヒ 生ワクチン( ポリオ) 接種日程表

受付時間はいずれも、午後1畤45分～2時45分

成
人
健
康
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
を
鷽
口
だ
方
は
、
健
診
結
果
を
あ

な
た
の
健
康
づ
ぐ
り
に
お
役
立
て
ぐ
だ

さ
い

。

日
程
等
日
表
5
m
=

各
4
0

人
(
先
着
順
)

番
蠹
祀
羇
た
な

い
場
合
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す

申
込
日
電
話

※
受
講
時
は
、
成

人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

表5　 成人健康教室

1時間はいずれも、午後1時3{ } 分～3時30分

生

活

環

境

「
東
京
都
市
計
画
事
業
六
町
四
丁
目

付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
」の
環
境
影
響

評
価
書
案
と
事
業
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
・
説
明

会
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
某
弓

き
、環
境
影
饗
評
価
書
案
を
次
り
と
お

ひ
縦
覧
t
夕
と
も
に
事
業
者
に
よ
る

説
明
会
が
閧
催
さ
れ
求
司
な
お
、環

糲
影
響
評
価
書
案
の
内
容
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都

民
の
方
は
、嬰
児
謇
嘉
田
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。※
意
見
書
に
は
住

所
・
氏
名
・
対
象
斎
案
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
縦
覧
期
間
日
3
月
1
8
日
～

4
月
1
6
日
(
土
・
日
曜
日
、祝
日
奮
瞞

く
)
、午
前
1
時
覗
了
午
後
t
時
3
0

分

縦
覧
場
所
卜
環
境
課
/
都
・
環
境

影
嚮
評
価
審
査
室
(
都
庁
第
L
本
庁
舎
3
6

階
/

都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所

※
中
央
図
書
館
、
東
綾
瀬
区
民
事
務

所
、佐
野
区
民
事
務
所
、保
塚
区
民
事

務
所
、都
こ
(
町
地
区
事
務
所
で
も
閲

覧
で
孝
毒
y
説
明
会
日
時
等
日
▽
4

月
8
日
(
火
)
・
9
日

丞

・・・加
平

小
学
校

▽
4
月
1
0日
(
木
)
…
保
塚

住
区
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
7
時
F
9
時

意
見
一
提
出
期
限
H
5

月
1
日

意
見
S
提
出
先
卜
都
・

環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3
1
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
I

問
先

日
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

四
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

裹
ほ
区
役
所
環
境
課

事
粲
計
画
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間
日
3
月
1
8
日
～
3
1
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時

縦
覧
場
所
U
都
・

六
町
地
区
事
務
所
(
六
町
1
-
1
-
5
)

き
(
5
2
4
2
)
2
3
9
2

区
域
H
六
町
一
、
二
、
三
丁
目
の
全
部

及
び
四
丁
目
、
西
加
平
一
、
二
丁
目
、

南
花
畑
一
丁
目
の
各
一
部
※
こ
の
事

業
計
画
案
の
内
謇
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
関
係
者
の
万
は
、
音
更
!
i
田
す

る
こ
と
が
で
孝
豕
す
意
見
一
提
出
期

間
卜
3
月
1
8
日
～
4
月
1
4
日
意
見
一

提
出
先
卜
都
知
事

青
島
幸
男

〒
1
6
3
1
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1

都
・
区
画
整
理
部

問
先
£

区
画
整
理
亊
務
所
六
町
換
地
係

四
(
3
9
8
6
)
7
2
6
1

ま
た
は
区
役
所
ま
ち
づ
く
ひ
推
進
係

水洗化が
可能に
なりました

表
6
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
2

じ

た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
川
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
小
菅
分
室

四
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
ひ
豕
す

問
先
日
計
画
調
整
課
助

成
係

表6　 水洗化可能地域
引
き
取
り
料
2
千
円
を
徴
収

増
え
る
春
休
み
の
放
置
自
転
車

区
で
は
区
内
各
駅
周
辺
お
お
む
ね
刈

m
以
内
を
目
転
車
放
置
菜
止
区
域
に
指

定
し
て
い
李
y
。
学
校
の
春
休
み
期
間

中
は
。
学
生
・
牛
徒
の
自
転
車
放
置
が

目
立
ち
汞
す
。
ウ
ッ
カ
リ
放
置
し
て
撤

去
料
を
支
払
冫
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
」
ぶ
C
よ
う
。
翠
止
区
域
に
放

置
さ
れ
た
自
転
車
は
撤
去
し
て
駅
毎
の

自
転
車
弩
厨
に
遅
″
棊
管
し
て
い
ま

す
。
引
取
n
の
時
に
は
撤
去
料
2
千
円

を
徴
収
し
て
い
求
す
。
区
で
ほ
、
有
料
・

無
料
合
わ
せ
て
3
3
ヵ
所
の
自
転
車
駐
車

場
奮
設
置
し
て
い
李
T
。
有
料
駐
車
場

は
、
駅
か
ら
お
お
む
ね
8
0
0
m
以
卜
籬
れ

た
と
こ
ろ
に
住
所
・
動
務
地
の
あ
る
方

が
弟
y
¥
チ
。
通
動
・
通
学
な
ど
で
毎

日
利
用
さ
れ
る
万
ば
登
録
し
て
駐
申
場

稾
に莉
用
く
だ
さ
い
。
申
込
は
、
各
有

料
駐
車
場
へ
ご
冫
‘。
な
お
定
期
券
の

購
入
は
毎
月
2
0日
か
ら
月
末
ま
で
で

す
。
こ
の
期
間
内
に
定
期
券
を
購
入
し

な
か
っ
た
方
は
利
用
が
で
忝
な
く
な
り

求
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
H
自
転
車
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

引き取りを待つ自転車
(中央本町自転車移送所)

ひ
ろ

ば

・
催
し
物

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
3

月
3
0尽
日
)
、
午
前
1
時
～
午
後
3

時

羸
実
の
場
合
4
月
6
日
/

元
砌
に一公
園
/
出
店
料
千
円
/
ク
ラ

ブ
旭

高
橋

壼
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
奢
募
集

3
月
卿
尽
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後

2
時

※
雨
天
の
場
合
4
月
6
日
/

本
木
一
丁
自
3
番
先
区
有
地
/
出
店

料
千
円
/
バ
ウ
(
ウ
ス
リ
サ
イ
ク
ル

の
会

屎
原
(
ウ
ル
シ
バ
ラ
)

四
(
3
8
4
0
)
4
7
4
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
4

月
6
日
亘

、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
(
雨
天
中
止
)
/
し
ょ
う
ぶ
沼

公
園
/
出
店
料
千
円
/
草
の
根
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
香
員
会

竹
林

廿
(
5
6
8
1
1
)
7
6
1
-
0

☆
千
住
太
庁
會
跡
地
利
甬
肖
題
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
3
月
1
5
旦
土
)
、午
後

1
時
～
t
時
3
0
分
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
こ
ど
石
科
学
館
第
1
研
修
室
/

無
料
/
足
立
区
政
の
暃
を
開
く
会

水
腰

四
(
3
8
9
0
)
3
1
7
7

☆
倫
理
文
化
講
演
会
『
そ
だ
つ
』
3

月
2
8旦
金
)
、
午
哮
7

了
l

時

釦
芬
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
/
千
円
/
監
埋
研
究

所
足
立
支
所

正
畑

四
(
3
8
8
0
)
2
5
5
4

崇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お

考
え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
遣
諌
へ

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
募
一
=

☆
手
話
教
室
(
初
心
者
)
4

月
2

貝
呎
毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
1

且
濮
芬
/
亀
有
北
集
会
所
/
半
年
5
0
0

円
/
往
復
(
ガ
キ
で
甲
込

〒
1
2
0

大
谷
田
2
-
9
-
7
/

小
林

四
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
中
高
年
向
け
ジ
ヤ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体

操

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
1
5分

～
&
時
卯
分
/
千
寿
桜
小
学
校
/
入

会
金
千
円
、
1
回
5
0
0円/
初
心
者
歓

迎
/
中
村

魯
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

☆
茶
道
教
室
「
さ
つ
垈
=
」
毎
月
第
2

・
第
4
月
曜
日
、
午
後
7
時
～
9

時
/
竹
の
獵
セ
ン
タ
ー
/
月
額
1
千
5
0
0

円
/
初
心
者
歓
迎
/
遺
藤

e
(
3
8
3
8
)
3
9
8
9

☆
愛
唱
歌
を
唄
う
会
『
ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
』
毎
月
第
L
・
第
t
木
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
千
住
あ
ず

嫐
圧
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、月
額
千
円
/
女
性
り
み
/
本
多

酋
(
3
8
8
1
-
)
2
5
7
9
(
夜
間
)

☆
俳
句
初
歩
の
・
`
毎
月
第
1
日
曜

日
、午
後
F
時
I
t
時
/
千
住
ス
ポ

ー
ツ
公
園
会
議
室
/
月
額
千
円
/
小

林
壺
(
3
8
B
I
)
0
1
2
0

☆
手
編
み
サ
ト
ク
ル
「ニ
ッ
テ
ィ
ン

グ
ク
ラ
ブ
」月
3
回
水
曜
日
、午

後
7
時
3
0
分
y
9
時
/
伊
興
セ
ン
タ

ー
/
入
会
罕

円
、
月
額
1
千
5
0
0円/

池
田

四
(
3
8
5
3
)
6
2
4
7

☆
囲
碁
桜
石
会

毎
週
月
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
o
時
3
0分
/
花
畑
記

念
庭
園
/
日
本
棋
院
指
導
普
及
員

早
川
修
一
氏
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
山
本

言
(
3
8
6
0
)
B
9
1
Q
u

☆
裏
千
家
茶
道
『
み
ど
り
の
{
=
}

毎
週
水
曜
日
、午
後
1
時
～
t
時
/

伊
具
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
1
千
円
/
曽
合

言
(
3
8
9
9
)
6
0
0
5

☆
コ
ー
ラ
ス
『
ね
む
の
木
』
毎
週

木
暄
日
、午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
/

保
獵
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
沺
円
/

初
心
者
歓
迎
/
小
林

四
(
3
8
6
0
)
6
2
1
Q
}

☆
焼
き
た
て
パ
ン
作
り
の
会
4
月

か
鳬
誓
i
T
・
第
1
金
曜
m
'
午

前
1
0
時～
午
後
L
時
/
自
宅
(
青
井

三
丁
目
)
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3

千
円
/
お
子
様
連
れ
可
ど
E
碵

a
(
5
6
8
1
)
0
6
4
8
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4 月から開校します

桜花小学校

西保木間小学校

9
年
1
月
3
1日
を
も
っ
て
、
桑
袋

小
学
校
と
花
畑
東
小
学
校
が
閉
校

し
、
4
月
か
ら
藐
合
新
螟
と
し
て
桜

花
(
お
う
か
示

学
校
が
開
校
し
ま

す
。
ま
た
同
り
ぶ
つ
に
、
竹
の
塚
北

小
学
校
と
溯
江
第
二
小
学
校
が
閉
校

し
、
西
保
木
閧
小
学
校
が
開
校
し
ま

す
。閉

蟐
と
な
る
学
校
の
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
新
校
は
、
地

域
の
皆
様
や
保
護
者
の
方
々
と
一
体

と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
教
育
環
境
を

育
ん
で
ま
い
n
ま
す
。

問
先
卜
施
設
課
適
正
配
獸
瑁
き

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
桜
コ
ー
ス

日
時
卜
4
月
3
日
(
木
)
・
8
日
(
火
)

い
ず
れ
か
希
望
の
日
、
午
前
9
時
、
区

忿
町
正
面
入
口
集
合

内
容
日
東
綾
瀬

公
園
、郷
土
博
物
館
、花
畑
髻

進
園
、

レ
ー
ガ
ン
桜
、
都
市
農
業
公
園
等
を
見

学

対
一
日
観
光
S
会
会
員
と
冢
t
お

よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
=
各
4
0人

(抽
選
)

費
用
日
マ
観
光
協
会
会
員

…
千
5
0
0円

▽
会
貝
家
族
・・・
2
千
円

▽
一
般
…
2
千
潺
円
(
当
日
現
地
で
支

払
い
、
昼
食
付
)

申
込
H
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・

一
般
の
別
、
希
望
日
、「
区
内
施
設
め

ぐ
り
希
望

と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚

で
4
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ

キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必

ず
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い

。
瞰
複
申
込
は

無
効

期
限
H
3
月
2
4日
消
印
有
効

申
・
問
先
凵
覿
光
協
会
区
内
施
設
め
ぐ

り
槨
当
(
産
業
振
興
課
内
)
〒
1
2
0中央

本
町
1
-
1
7
-
I

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

女
住
団
体
の
学
習
を
支
援
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
活
動
の
主
体
を
廐
き
、

区
内
在
住
・
在
勤
の
で
人
以
上
(
う
ち

女
性
が
7
創
以
上

の
団
体

内
容
卜

女
性
問
題
学
習
の
た
め
の
講
師
派
遣
お

よ
び
そ
の
費
用
の
一
部
の
援
助

定
員

卜
1
5団
体
(
審
査
お
よ
び
抽
選
)

申

込
H
所
定
の
申
請
書
を
提
出

期
限
卜
4

月
1
8日
必
着

申
・
問
先
川
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
1
-
?
3
8
8
0
)
5
2
2
2

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
、
相
談
員
の
研
修
の

た
め
次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。
な

お
、こ
の
期
間
は
相
談
の
予
約
も
休
業

し
ま
夛
。期
間
卜
3
月
2
4
日
～
2
8
日

間
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談

室

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

子
育
て
仲
間
集
ま
れ

青
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
遊
ぴ
の

グ
ル
ー
プ
が
楽
し
い
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で

、
ぜ
ひ
、
観
子
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

グ
ル
ー
プ
名
・
活
動
は
等
日

▽
パ
ン
ダ
:
火
曜
日
(
月
2
回
)

▽

ス
イ
ー
ト
ピ
ー・
=金
曜
日
(
月
2
回
)

※
く
わ
し
い
案
内
書
夲
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

第
7
回
定
期
演
奏
会

日
時
=
3
月
2
3日
(
日
)
、
午
後
1
時

開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
卜
第
卜
部
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
…
マ
ー
チ
「
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
」
ほ
か

第
2
部
ト
レ
ー
ナ

ー
ソ
ロ
大
会

第
3
部
宮
崎
駿
特
集
…

君
を
の
せ
て
/
と
な
り
の
ト
ト
ロ
ほ
か

費
用
H
無
料

申
込
H
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
卜
椹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
文
化
事
業
課
(
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
内
)

豐
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

禿
ほ
文
化
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

米
穀
小
売
業
新
規
登
録

(
6
月
1
日
登
録
)
申
請
の
受
付

申
請
S
類
配
付
城
所
H
都
・
生
活
文

化
局
米
穀
係
、都
・
各
経
済
事
務
所

消
費
生
活
係
、都
・
各
支
庁
商
工

係
、消
費
者
セ
ン
タ
ー
受
付
期
間

卜
4
月
1
日
～
3
0
日
(
土
・
日
曜

日
・
祝
日
濫
7

、)

手
数
料
凵
東

京
都
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付

※
収

入
証
紙
は
、
申
請
書
類
配
付
場
所

(消
費
者
セ
ン
タ
ー
奮
隊
く
)
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
申
請
用
紙
鬢
に觜
ぐ
だ
さ
い

問
先
日
都
・
牛
居
文
化
局
流
通
対
策

課
米
穀
係

?
5
3
8
8
)
3
0
8
3

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
「
続
者
の
ペ
ー
ジ
」

次
回
の
テ
ー
マ
は
『
近
所
付
き
合
い
』

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、
区
民
の
皆

癶
ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ホ
す
。
5
月
脣
の
テ
ー

マ
は
「
近
所
付
き
合
い
」。
近
所
付

き
合
い
礦
皇
と
い
う
若
者
冊
一帯
が

増
え
て
い
忝
と
か
。
し
が
し
、
災
害

時
等
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
9
(
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
。
地
域
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
皆
や
ら
の
耋
命
£
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
入
掲
載
し
ま

す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
卜
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
槇
字
程
度
に
ま
と
め
て
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
卜
3

月
9
1甘

申
・
問
先
卜
広
報
課

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

スケッチ
あだち

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
で

一名
地
町
会

区
民
消
火
隊
ー

備
え
は
万
全

2
月
1
6日
、
小
雨
を
石
り
と

艶
芋

、
放
水
訓
練
を
行
う
名

地
町
会
X
民
消
火
隊
の
皆
さ

ん
。
今
回
、
晋
段
の
活
動
が
認

め
β
れ
て
、
宝
く
じ
の
収
蔘
忸

に
よ
る
諾
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
魚

の
申
請
に
合
格
し
、
新
し
い
動

力
消
防
ポ
ン
プ
童
キ
に
し
ま
し
た
。
隊

長
の
平
塚
恒
雄
さ

ん
は

「
う
ち
の

隊

は
、
総
勢
1
0人
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー
。
町

会
の
防
災
訓
練
の
ほ
か
、
毎
月
1

回
必

ず
及
水
訓
練
を
行
っ
て
い
串
歹
。
新
し

い
ポ
ン
プ
は
便
い
や
す
く
て
い
い
で
一
t
y

ね

」
と
一
言
い
ま
す

。
『
自
分
た
ち
の
ま

ち
ほ

自
分
た
ち
の
手
で
守
ゑ
Q

信
念

が
、頼
も
し
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し

た
。

外
国
人
の
た
め
の
日
本
文
化
講
座

生
け
花
に
挑
戦
!

2
月
4
日
、
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
で
日

杢
叉
化
講
座
の
生
け
花
教
案
が
行
わ
れ

ま
し
た

。
こ
れ
は
、
外
国
の
方
に
日
本

文
化
奮
裡
解
し
て
も
翫
繋
と

、
附
国

際
親
善
協
会
が
企
画
レ
た
も
の
。

講
師
は
、
区
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
も
あ
る
草
月
流
師
範
、
宅
間
か
よ
子

さ
ん
。
日
本
語
と
英
語
を
巧
み
に
交
え

た
説
明
に
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本
に
采
て
6

年
半
に
な
る
デ
ビ
ッ
ド
ー
パ
ッ
チ
ン

グ
さ
ん
は
「
生
け
花
は
初
め
て
。
何
度

も
生
け
直
し
て
い
る
う
ち
に
短
ぐ
な
っ

ち
ゃ
い
声
処

」
と
笑
い
主
子
yが
、
出

来
栄
え
は
な
か
な
か
の
も
の
。

参
加
し
な
頁
'
ん
は
、
完
成
し
た
作

品
に
大
満
足
。
楽
し
い
ひ
ζ
と
膏
と
な

っ
た
ぶ
つ
y
1
-
。

あ
な
た
も
『
わ
び
、さ
び
』

の
世
界
へ
!

美
し
い
日
本
庭
園
で
、
風
流
な
気
分

に
浸
れ
る
「
花
畑
記
念
庭
園
桜
花
罍
。

こ
の
中
圭
`
祢
じ

で
す
か
y
・
そ
こ
で
、
気
の
乙り
冫
仲
間

と
お
茶
会
を
閧
く
な
ど
楽
し
み
方
は

色
次
手

。ぜ
ひ
。
'舶
用
く
だ
さ
い
。

早
く
大
き
く
な
っ
て
ね

ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
の

黒
鳥
の
赤
ち
ゃ
ん

寒
さ
が
ゆ
忝
べ
で
き
た
2
月
の
昼
さ

が
り
、
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
で
気
持
ち
良

く
咏
ぐ
の
は
黒
鳥
の
観
子
。
黒
鳥
は
区

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ベ
ル
モ
ン
ド
市
が

禺
す
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
烏

で
夛

。
1
月
下
旬
に
か
兄
っ
た
3
羽
の
ヒ
ナ

の
う
石
、
順
調
に
育
っ
た
の
は
'
」の
1

翼
け

。
灰
色
の
羽
で
覆
わ
れ
た
そ
の

か
わ
い
い
姿
は
早
く
も
公
園
の
人
気
者

に
。
飼
育
担
当
者
は
、
「黒
鳥
は
神
経

質
な
の
で
、
大
声
を
出
し
た
り
、
物
を

倪
け
込
ん
だ
p
し
て
脅
か
す
と
。
産
卵

の
時
期
が
ず
れ
た
り
、
子
享
畚

」な

く
な
る
な
ど
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
」
と
卮
い
ホ
ヂ
。

足
立
で
生
ま
れ
た
黒
鳥
―
世
、
ぶ
っ

か
優
U
く
見
守
っ
て
ね
。

赤ちゃんかわいいな 親子 で食事楽しいな

帰
り
道
、
季
節
を
感
じ
て
ま
す
か
?

だ
ん
だ
ん
と
日
が
延
び
て
、
職
場
や

学
校
か
ら
家
路
に
着
く
乖
甲
、
夕
焼
け

空
が
見
叭
れ
る
季
節
。
い
つ
&
逼
っ
て

い
る
逎
が
、
真
っ
赤
に
染
っ
て
、
違
っ

た
表
情
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
季
節
。

写
真
は
、
1
月
、
区
役
所
で
撮
影
し
た

も
の
。

▲ 遭が良ければ富士山か見え
るかも
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